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議第 47号

臨時代理の承認につき議決を求めることについて

上記の議案を提出する。

令不日4年 9月 30日

草津市教育委員会

教育長 藤田 雅也





議第 48号

臨時代理の承認につき議決を求めることについて

上記の議案を提出する。

令和 4年 9月 30日

草津市教育委員会

教育長 藤田 雅也





議第 49号

臨時代理の承認につき議決を求めることについて

上記の議案を提出する。

令不日4年 9月 80日

草津市教育委員会

教育長 藤田 雅也





議第 50号

草津市教育委員会の所管に属する職員の休職処分につき議決を求めることについ

て

上記の議案を提出する。

令不日4年 9月 30日

草津市教育委員会

教育長 藤田 雅也





議.第 51号

令和3年度における教育に関する事務および勢行状況の点検および評価の結果に

関する報告書の議会への提出ならびに公表につき議決を求めることにっいて

上記の議案を提出する。

令和 4年 9月 30日
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教育委員会事務の

点検および評価の報告書

【評価対象:令奉H3年度】
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(案 )

| !令不H4年 :月
!

革津市教育委1員会
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I 点検・評価制度

1趣 旨

地方教育行政の組織及び運営に関する法年第26集に基づき、多女育委員会は、効果的各教

育行政の推進と、市民への説明責任を果にすために、孝女奮委員会事務の点検・評l面を行い、

その結果に関する報告書を公表することが義務付けられており、本市おいても、令不□2年 3

月に策定した「草津市多女育振興基本計画 (第 3期 )」 の進捗状況の確認を行うことも兼ね

て、計画の施策体系に沿つた点検・評価を実施しました。

◆年度の点検・評価にあたつては、基本項目どとに設定した成果指標に対する実績値およ

び過去の外音[評価委員会等の意見に対する文ユ応の状況を申心に、革津市教育委員会事務外きB

評価委員会委員の意見、B力言等をいただきなダら、点検・評価を実施しました?

【参 考 】

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 (抄 )

(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等)         
｀

第26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務 (前条第1項の大見定により孝欠

育長に委任された事務その他教育長の権限|こ属する事務 (同条第4頃の規定により事

務局職員等に委任された事務を含む。)を含む。)の管理及び幸丸行の状況について点検

及び評価を行い、その結果に関する幸F告書を作成し、これを議会に提出するととも

に、公表しなければならない。

2 教育委員会は、前項の点検及び評価を行う|こ 当たつては、教育に関し学識経験を

有する者の矢□見の活用を図るものとする。

2 点検 B評価の対象

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に規定する教育委員会の権限に属する事務

および市長から補助執行を受け教育委員会において実際に管理・執行している事務を事検・評

価の対象として「革津市多女育振興基本計画 (第 3期 )」 において掲げられた4つの「施策の基

本方向」に対して、それぞれ位置づけた9つの基本項目 (34の基本施策を富む)につい

て、点検・評価を実施しました。
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3 点検 T訂価の方法および評価指様
「革津市教育振興基本計画 (第 3期 )」 に掲げた基本方向・基本項目に対してどのような

成界が得られたのか確認すること|とょりt計画の進捗状況を管理するため、34の基本施策
における各事業の取組や成果を点検し、そのうえで9っり基本項目ごとに定められた成果指
標の目1標値への達げ度により評価を行いました。

4 令和 3年度の成果指標の日標達成度と事業評価について
革津市教育振興基本計画 (第 3期)におしヽて9っの基本項目ごとに設定されている成果

指標 (全 181貫目)および事業評価 (全 34頃目)をもって評価を行いました。事業評価に
つし`ては3段階で評イ面をおこなつています。

(◎ :期待を超える成果であった、o:期待どおりの成果であった
△ :期待未満の成果であった)

①成果指標の目標達成度にっぃて
9つの基本項目ごとに設定されてし、る成果指標 (全 18頃自)のうち、目標値を達成で

きたのは5項目で全体の27.7%となり、前年度と同じでした。達募度別の分布は下記
のとおりです。

○目標達成度の状況

【目標達成度が50%以上76%未満の項目】
0基本項目9 文化財の保存と活用

成果指標  史跡革津宿本陣 9革津宿街道交流館の年間入館者数
達成度   o3.8% 【目標】34,50o人  【実績値】18,544人
原因    新型コElナウイルス感染娃の影響により体館したことゃ、全国各地に緊急

事態宣言が長期間発出されたことにより、入館者数が伸びなかった。

成果指標の数
100%以上 27.7%
75%以上 loo%未 満 61.1%
50%以上 75%未満 5,6%

O O%
その他 (代替指標のため目標なし) 1 5.6%

18 100%
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②事業評価について

4の施
た
策内容の全てを、イ期待どおりの成果があつた」と評価9つの基本項目に紐づく3と

しています。

O事業評価の状況

事業評価 事業数 〈ロ
空
］

「◎」期待を超える成果であつた O O%

100%
O%

「〇」期待どおりの成果であつた 34

「△」期待未満の成果であつた O

計 34 100%

※基本項目9「文化財の保存と活用」における事業の評価については、成果指標としている「史

跡草津宿本I車
。革津宿街道交流館の年間入館者数」が目標値を達成しなかつた要因を、新型

コロすウイルス感染症による影響が大きいと分析しており、]□す禍において感染拡大防止

策を講しながらイベント響を実施するほか、SNS等を活用した情報発信を積極白旬|こ行つた結

実、前年度より入館者数が増加していることもあり、「期待どおりの成果があつた」こしまし

た。

5 草津市教育委員会事務外部評価委員会

点検・評価の客観性・透明性を確保するたあ、多女育に関し学識経験を有する方など外部の

ん々の意見、助言をいたださましたP

①革津市教育委員会事務外音B評価委員会委員 (敬称略)

渡邊

塚本

吉田

②開催日時

第 1回

第2回

(滋賀大学教授).

(元公立小学校長)

(公募市民)

暁彦

和代

満知子

令和4年 8月 24自 (水 )

令和4年 8月 26日 (金 )

13時 30分から

13時 SO分から

③主な意見 。評価

総 評

・教育委員会や各学校からめ情報発信が弱いと感した。せつか<良い事業を行つて

いるのに、それが伝えられていないことは残念である。既存のん法とは別の方法

でも情報発信に努めていただきたい。報告書の記載事業は、多くの学校教員や教
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育委員会関係職員が日々誡実に取り組んで苔たoとで評価できるものであるため、
情報発信や広報の方法を考えて「見える化」していくことで、市民や保護者に伝え
ていただきたしヽ。     |

・教育行政と学校現場。市民とのやり耳又りの中で、一方通行にならないように,と`コヽがけ
てしヽただきたい。教育行政が学校現場。市民に=方的に発信するのではなく、逆に
学校呪場・市民ア〕ギ教育行政に一海白〕に要望するのではなく、何が懲要なのか、何を
求めてしヽるのかてお互しヽに耳を傾けあう関係性を築いてしヽただきたい。

目 1 豊つな心と健やかな体の育成
・保育

=の
確保・離職防止のためにも、処遇改善以外のlと`コヽ身のサポ=卜 につしヽても

取り組んでいただきたい。

・子育て支援や就学前教育の充実について、重要性を関係部署が相互に理解し、事
業埋当の部署だけで完結するのではなく、横の連携を大切にしていただきたい。

基本環
.目 2 確かな学力の育成

。革津市の教育は ICTを先進的に進めてきた。今後も情報発信を積極白〕に行い、
滋賀県や全国の教育を∃|つ 張つていただきたい。

・基礎学力の向上のためには、教師の指導力向上に密接な関わりがあるため、ワー
クとライフ・バランスを者慮しながらも、教科の専門性を高めてしヽただきたしヽ。

本項目3 教職員の指導力の向上

・教育委鼻会として学校義場の業務効率化に取り組まれているが、逆 |と学校夙場の
負担が生じるようなことが起きないよう||、 引き続き取組を進めてしヽただきたぃ。

・学校現場の教師が保護者対応や事務等で多大な時間を取られ、,b身の疲れも溜ま
つていると思われるので、業務の見直しを行っていただきたい。

基本頃甲4 学校経営の充実

・雪E慮を要する子どもへの支援における不登校に対する支援は、支援したからすぐ
に解決するものではないので、長い国で見ていただき、1人でも多くの子どもが、
フリースクール等の学校以外も含めて、居場所を見つけられるようになっていた
だきたい。

・各学校のホームページに地i或活動や連携内容を盛り込むなど、地功へ学校の取組
やI情報を広く知っていただくょうに進めていただきたい。

本項目5 教育環境の充実
。学校施設の不良が原因となる事故もなく、きちんと整備ができていると評価でき

る。児童生徒が安全安1いで学べることを第耳に、整備を続けていただきたい。
・革津市のICTの先―進的な取組によって蓄積されたデータは彙重な財産であるので、
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デジタル機器のより有効な利用方法等を検討いただきたい。また、紙の書籍など

も大事な学』教材であるため、活用を進めていただきたい。

基本項目6 家庭・地域での学びの充実

・青少年め健全育成は、関係機関とヨ|き続き連携し、?O歳を過ぎた世代への支援

も行つていただきたしヽ。   |
・地域協l動合校の取組は長く続いており、子どもの豊ア〕`な適ヽの成長や大人のやりが

いに繋がつている。◆後も地域の特性を生かした取組を期待しているj

基本頃目7
・国民スポ

会となるので、ヨ|き続き取組を達めていただきたい。

。地頭のスポーツ活動について、学校のクラブ活動の地1或移行が話題となつている:

ので、そのことも念頭において事業を進めていただくとと■に、競技人回の多寡

にかかわらず 数多くのスポ
=ツ

に触れる機会をクラブ活動でも確保していただ

きたい。

基本項目8 文化・芸術の振興

。幼少期に良い文化・芸術体験がでされば、次の担い手になる可能性もある。革津

の豊ズ〕`な文化を継,了(していきたいと思ってもらえるよう、事業を進めていただき

たい。

。若い世代を取り込んでいくためにも、新.しい発想や発表形態、SNS等の活用が財

要だと思う。

目 9 文化財の保存と適用

・歴史文化財は限られた人の興味を満たすことだけになつてしまうことも多い。素

晴らしい取組を行つているので、情報発信にも力を入れていただきたい。

・コロすがⅢ又束すれば本陣や街道交流館の入館者が元の水準に戻るかもしれないが、

ヨ|き続きインターネットでの配信等|こも力を入れていただきたいき :

生涯学習・スポーツの充実

―ツ大会・障害者スポーツ大会はt市民全体がスポーツに関Jと`コヽを持つ機
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正 車津市教育振興基本計画 (第 3期)の基本理念と施策の基本方向

1.基本理念                  :
本市では、平成22(2010)年 3月に「子どもが輝く教育のまち・出会しヽと学びの

まち・くさつ」を教育の基本理念と定めました。
この間、社会情勢の大きな変化に伴い、解決すべき課題が複雑化・夕夕様化する中t施策

の見直し・改善を続け、時代の先を行く教育の取組を達めてきました。
今後も、常に将来に目を向け、柔軟な発想と改革意識を持つて取り組!んでいく財要があ

りますが、本市教育が目指すべき姿と基本的‐4者え方は第3期においても変わるものでは
ないと者え、基本理念は第1期、第2期を継承します。      :

基本理念

一人の人間として子どもに真摯に向き合うと、子どもの中に限りない町能性があること
を信じる,いが生まれます。そのBき、子どもの可能性を最大限に伸ばせるよう全力を昼くす
ことは、すべての大人の責矛ヵ冥であるという思しヽにかられます。子どもたちが、伸び伸びと
自姶ぅしく成長し、そのヵを人のため社会のために思う存分に発揮する姿を思しヽ描くと、
本市の将来が輝しヽて見えてきます。末来に生きる子どもたちがはつらつとたくましく成長・

する姿は、家庭に幸福を与え、地域社会に希望をもたらしますと
本市は、全国的に人国が減少する申においても人□増加を続けており、未来に向けて常

に新しい変化を続けるまちです。どういう未来がやってくるかは、未来のために何をする
か、そして子どもたちがどう育つてしヽくかによって洪まるというて■過言ではありません。
多文育に力を注ぐことは未来を倉」ることであり、「子どもが輝く教育のまち」を実現するこ
とlま本市の重要な指標ですざ

また、本市は、古来から街道文化のまちとψて栄え、人と人が出会う宿場町として発展
してきました。近年においても、常に新しい転入者があり、多様な人′マがともに暮らすま
ちとして新しい発展を続けています。本市はこうした革津の個性を生かしたまちづくりを
進めていますが、叡育振興においても、「出会しヽ」と「多様性」を大切にすることが重要
と考えます。
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「出会い」は人との出会いだけでなく、lbをゆさ心ヽる読書体験や芸術体験、異文化に接

した驚きと感動、自然や生き物に接することによつて矢□る命の尊さ、地域の歴史を矢□るこ

とを通した狙6主への愛替,い等、学びは出会いから始まるといつても過言ではありません。

本市はtダタ様な人やものとの出会いを通彎て、豊かな学びを広げ、誰もが生きがぃを感じ

られる「出会しヽと学びのまろ」の実呪を目指します。

本市の第5次総合計画では、「出会いが織りなすSヽるさと “元気"と rぅるいい"の

あるまち 寧津」を構想しています。本計画も、すべての子どもが輝き、誰もが豊かな「出

会いと学び」を磨げられる「教育のまち」づくりを通して、この構想の実現化を目指すも

のです。 i
fこ

の目標の実現に向けて、①教育委員会が中!出 となつて、本市の教育を創造し、②開か

れた行動する教育委員会として、保苧者や中1或住民の意向を十分把握しながら、療極的な

教育改革を進め、③学校の孝女員と行政の職員が協l動 し、革津から教育を変えようという意

識をもつて、斬新な教育施策を実行していきます。

これらの決意のもと、学校、家庭、主也域、行政の連帯を深めた取り!組み写より、市民の

誰もが誇りに思える「子どもが輝<教育のまち・出会いと学びのまら・くさつ」の実現を

自指します。
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施策の基本方向

施策の基本方向は、基本理念の具呪化にあたっての達むべき廊向性と者えアゴを示してい
ます。

第3期計画では、「司。子どもの生きる力を育む」「2.学校の教育力を高める」「3.
社会全体で学びを進める」「4.歴史と文化を守り育てる」の4つを掲げてこの基本方向
に対して9っの基本項目を設定しました。

さら―に基本項目ごとに、34の基本施策を定め、これらを体系的に取り組んでいきます。

基本方向1.子どもの生きる力を育む

t色策の基本方向の第一は、「子どもの生きる力を育む」です。
子どもが、変化が激しいこれからの社会を生きていくためには、自分も他人も大切にす

る心を育成するとともに、長しヽ人生をたくまψく生さ:友くための健康な体づくりの基礎を
築いていくことゃ、確かな学力を身に付けることがあ要です。また1子どもたち一人ひと
りが、生まれ育った環境に左右されることなく、夢や希望を持うて自らの人生を切り拓<
ことのできる生きる力を育むことを教育の基本と捉え、施策の基本方向の第二としまぢ。

1日 豊かないと健やかな体の育成

人格形成の基礎が塔われるといわれる乳幼堀期からの育ちや学びが、その後の教育へと
円滑につながるよう、子どもの発達段階や個寂の状況に応じて、学校、家庭、地域、行政
が互いに連携・協力した取組を実施し、豊かな情操や自己肯定感、規範意識、社会性など
を身につけ、多様な人とつながることのできる豊かなJと`」ヽを育むとともに、生涯にわたって
たくましく生きるための健やかな体の育成を目指します。

2日 確かな学力の育成

自ら学び、者え、行動する力を身に付けて多様で変化の激しい社会を生き抜く確かな学
力の甫成を目指し、革津市独自の学力向上策に取り組みます。また、学校では、各校の学
力向上策を踏まえた取組に加え、 icT機器の効果的活用や検定事業、英語教育や読書活
動等を推進し、子どもが主体となって、周囲と協l動 し学びを深める取組を推進します。ま
た、家庭学習習1贋の定着や学び方を身に付けるための支援等を通して、新しい時代を生き
ていくために懲要となる基礎的・基本的な知識・技能の定音を図ります。

2
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基本方向2.学校の教育力を高める

施策の基本方向の第二は、「学校の教育力を高める」です。

学校は、学齢期のすべての子どもの教育を担つています。子どもが安心して学校生巧を

過ごすための1教育環境と指導・支援体制の充
~夫

を超ることは、子どもの生きる力を育成す

ることにつながります。また、地域や家庭から信頼される学校づくりを進め、地域。家庭

との連携を強化することは、社会全体での教育の推進にもつながります。本市の教育施茶

を推し進めるうえで非常に重要となる学校の教育力の向上に◆後も一層努めていきます。

3日 教職員の指導力の向上

多欠職員のる汗ll多プログラムや研究活動の充実に取り組み、よりよい授業ア〕ヾ行えるよう教職

員の指導力の向上を自‐指します。また、そのために跡要となる時間の確保と,有効な活用が

そきるよう、教職員の健康管理や働き方改革に取リ
ー組み、職場環境の己欠善も目指していき

ます。             i

特色ある教育課程の実施や、地域の汚力を生かした取組を推進することで、学校経営の

充実を目指しますとまた、様ノマな教育課題に対応していくために、教職員の指導体需」や学

校を支援する体制の充実を図ります。

安全 。安,いな学校環境を確保するため、考朽校舎の改修や非構造部材の耐震イヒ等の施設

整備を進めるとともに、学習教材等の充実を進めることで、孝女育力向上につなげる環環整

備の充実を目指します。
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基本方向3.社会全体で学びを進める

施策の基本方向の第三は、「社会全体で学びを進める」です。

家庭環境の多様化や勾ミュニティが希薄化する中、子どもが豊かな社会性を身に付ける
ために、また、子どもと大人が共に学んでいくためにも、家庭や地域での教育力の向上が
求められています。また、人生イOO年時代にゃいてすべての人が豊かに生きていくため
に、t地戦での学習やスポエッ活動を通して、生涯にわたって学び、活躍し続けられるまち
を目指!します。

6田 家庭・地域での学びの充実

子どうを育てる基礎となる家庭での教育につしヽて、保護者に対する情報提供や学習機会
を充実させるなどの取組を進めます。また、地域協働合校の推進などにより、地域の大人
が子どもの学びを支えるとともに、大人にとってもやりがいのある交流の機会となるよう
にします。

7H生涯学習・スポエッの充実

誰与が、生涯にわたって、いつでも、どこでも学び、子どもの多女育や地域の活動に浴しヽ
て、成果を生かすことができるような生涯学習機会の充実を図ります。また、スポーツを
身近に感じ、楽しめるよう生産ス示ニッゃ競技スポーッに関する取組の充実を目指すとと

■に、※令和7(2025)年 開催ラ定の第79回国民スポーッ大会および第24固全国
障害者スポーッ大会に庖けた取組を推進します。

※計画時つ`ら変更 令和6(2024)年 開催0定→令和7(2025)年 開催予定
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⊃

:基
本方向41歴史と来化を守り育てる.

施策の基本方向の第四は、「歴史と文化を守り育てる」ですとr i

本市の歴史は古く―、熱多くの貴重な文イし財を含む歴史文化が現在に受け継がれています。

地域に息づく摩求文1との価値や魅力をふり応く、わかりやす<伝えt地りの書らしとす体

的な費産としセl呆毎・活用するとともに、誰もが文化・芸術活動に1親 しむことで、感性や

創造ll'生 を育み、豊かに書:ら していくことができるまちを目指します。

文イL・ 云術活動の車媛と1各種事業の充零や、旭い手の育成支援を通して、誰もが支|ヒ 写

亀虫4:こ:事
=蜀

幹会の充実を占指ψ奮す。また、支化の力によつて者呂市の魅力を高φ_

ることを自指します。| :                            ■

本市の歴史文十しの特徴を後世に守り伝えるためt適七刀なll呆存を図ると等●にて市民ん(1也

域の崖主tと轟れる1機会|づくりに努め、地り主体による保存`活用の機運の匂上や歴史文化

を活用した革津らしし`まちづくりを自指します。     1
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第3期教育振興基本計画施策体系図

基本理念 施策の基本アj向・ 項目

1.豊かな,とと健ゃかな体の育成

1 子育て支振り充実
2‐就学前教育の充実
3道徳教育・人権教育の推進
4いじめを根率色する.取組の推進
5健やかな体づくりの推進
6 縫
7

8 1CTを活用した教育の推進
9読書活動の推進
19基礎学力向上のための取組の充実

子
ど
も
の
生
き
る
力
を
育
む

3.教職員の指導力の向上
12教職員研修と研究活口の充実

程熱野脇 霊鶏針推進

4.学校経営の充実
15地域の活力を雲力しヽた特色ある学校経営の推進
16教職員の指導体制・学校支援体缶lJの充美
17百E慮を要すo子と

。
もへの支援錦 llの

―

学
校
の
教
育
力
を
高
め
る

5.教育環境の充実 19学校等の施設‐設備の整備
10学習教材等の充実

6.家庭・地域での学びの充実

20子どもの安全・安心の確保
21生活習慣形成のための蕃発活動の推進
22青少年の健全育成の推進
23地域協働台較の推進

7・ 生涯学習・スポーツの充実

社
会
全
体
で
学
び
を
進
め
る

24生涯学習の犠会の充実
25誨 が参力に きる環境学習の推進
?G市民の生激 ボーッ活動の支援
27競技スボーツの推進
23社会体育施設の整備・充実
29第79回国民スポーラ大会・夢説4団◆国障害者

スボーツ大会の推進

30市民力ち【fヒ・芸術に触れる幅篭章9嬢
31文化拠点施設り整備・充実

32文化財の謀錯謹保護の推進
33歴史資産亡生かしたまちづくりの推進
34歴史文化〔こ親しむ種会の創出

歴
史
と
文
化
を
守
り
育
て
る

基本施策
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評価シートの見方

1 豊かな心と健やかな体の育成

ます。

基本項目

概  要

昨年度の外部評価委員の主な意見

事業内容

成果指標の目標と実

475

555

R6

468

548

682

R5

740

合 (9/c)

学2年生)】

徒の割
生、中

462

427

683

445

705

485

一

一

９ ３

除く項 耳鰐 鸞維
前年

な制
を育てう気持ちとし

て全 項おて減少し

,5Z

昨年度の外部評イ山委員会での憲貝を記載 していま

す。

5男 )

今年度の外部評11孔委員会での専見を記載していま

す。

成果指標〔おける案績に対するコメントを記載し

ています。

目

年後の取組に対して、対処 t´ ていかなけれtrな りない課題について記載しています。

基本項目ごとの成果指標の自標値と実半樹値を記幹

しています。
R6

855

RS

850

フ50

845

740

R3

796

R2

835

718

RI

803

か

で

必要がある。くヽんでし心を育豊かな

コヽζ

弾弾
つた。Ｐ

小学校におt

活において、

「
慾 1銘鱚畠錠譜痢跳埋守解途 鴇

)

日30

実績に関する
コメント

実績値 (小 6)

目標十直(′卜6)

実績値 (中 3】

目標値 (中 3)

成果指榛①

具体的なFrメ 組内容や成果を施策内容ごとに記載 しています。

たヽだきたい
ただきたい。
てヽもH又り組んでしこつし

て

担当所属
今後の課題

令和 3年度の主な耳フ組実子Rわ支果
事集の評価施僚 内容

基本項 目に組 づく施策 内容 ごとに事業の評価 を

行 ってい ます。

◎ !期待 を超 え る成果 であ つた

O:期 待 どお リケ,成果で あ つた

△ :期待未満 の成果で あ った

1子育て支援の充実
課
課

課
設
育

児
施
・教

幼

児
枚

幼
学O

生活の

り事業

なヽがら相談を行い、SOSを発ずる子育て家庭の早難発見につなげるとともこ、関

児童虐待防止に努めた。

教育にかかる

業 の

目涼癌畠隆駐8現棚 霙諸奨範読哲
｀

も |

に合
とも
があ

くヽと

充実を図る

て

なる更の

費給付制

や関係機関との連携印|庭等との相談体り親家
の配置や、児童扶養手当の支給などを行うことで、相談体制の充実や日常生活

子ども若者政策課
子ども家庭

―
・若者課

子育て相談センター

9翻撲含藝蘊詳幡雰即鍋諫

躊観 輯
廟 爵1報

与
路 ぞF継権?3現

してあ り
らには子育て事業にか

円

ってほしい。
しい。
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成果指標の目標と共
教育振興基本計画

1 子どもの生きる力を育む

1 豊かな心とl建やかな体の育成

その

協力した

性 な

成をめざします

基本方向

基本項目

755

855

750

R5

850845

740

750

R9

840

796

761

835

718

Rl

803

こお

H30

865

「出朝鈍鯨畠轟錆獣義聖ξttT

実績に関する
コメント

実績値 (小 6)

自標値 (4ヽ 6)

実績値(中 3)

目標値 (中 3)

成果指標①

635

475

74.5

555

R6

632

548

R5

462

642

629

R4

735

427

455

730

683

535

490

588

626

449

445

725

'05

472

529

661

623

R2

485

693

52'

617

436

るが あくヽ必要

日30

752

516

瞼鰈言途盃罷鍵島繋 稽毎象与1肇智副拿隆凋

目標値 (中 2女 )

中2女 )

実績に関する
コメント

目標値 (小 5女 )

実績値 (小 う女 )

日標値 (中 2男 〉

実絹値 (中 2男 )

成果指標②

日標値 (B｀ 5男 )

(′卜5男 )

昨年度の外部評価委員の主な意見

譴像そ魂能樫路f獣縦ち瑠殺謙ただきュ、

覇諜翻悲罵頂そ評
那題として自分事して理解を深めていけるような長業につなげていただきたい

事業内容 担 当所属

令和 3年度の主な取組実辞負 成果

施策内容

今後の課題

1  季案の評 lEと

|

gど
:3絶みそ蓄基整騨

制製蹴斑ぜj編著鯛潮耐酪羅唸獅活籍渡鑑露衰諜斡

lgffE懇訴璧亀ほ墾云簸を軍鰈 魯騨撃 躙 翻 塊壁老詈
定こども園への樹予i事ヨ棚 部子育て支援拠点施設の開設わ

菌ることができた。
1  鯉 糟

騒離鍵詠響燿霧患整蹴鈴痛翻
こ寄り添しヽながら4目 談を行い、SOSを発する子

児童虐待防止に努めた。
て家庭の早期発見につなげるとともに、

陵T難 鍋 翻 席麟 積鰊

17望与惨鍵で
庭等との相談体制や関係機関との連擦の

〒

なる充実を図る

隊後も厨懲蟄票日 Ψ 蓼猛V零奪嶺睡 絲 漱曇魅

子どti若 者政策課

子ども家庭・若者課

子育て相談センター

幼児課

幼児施設譲

学校教育譲

ることで、

1子育て支援の充実 O
l④就学前施設ての

贋折
曲Ⅵヽ学生訴墓脚 恋麗E種群急熊瓢範撃確鞘壱壱蘊翠智整事蓋美獲琵稔寧馨憲婁后尭婆認罷麗

l⑤ひとり柴見家庭等の自立と生活の

経済的支援を進めた。
安定のため 母 子・父子 自立 支 援員の配置 や 児歳扶養手 の 支給などをイ予うことて 相談体制の充実や日常生活

の支援 、

耀啓読置整属窪倫早枠否嘉f難盤鏡畿癖鋤Ъ営嚢誠誼習目藤畠鍵整8脚 宴霧筆諮夏
教育にかかる

る。
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担当所属
今後の課題

令和3年度の主な取組実績・成果

施策内容 事業の評価

5■|やかな体づくりの推進

学校教育課

O
レ世辱恩瑞議朝鵜 霧1躯継デ

l③
事業封象学年などの見直とをそ子う必要がある.

l③

多様化する社会情勢に合わせた教育を行う必要がある

①新型コロナウ
イiう必要がある

章津市称 )(仮

策を取りながら感梁症拡大防止のル ス

こなし。

いしめを根絶する取組の推進 O
|1量実持篭托執?事奮ぢ島化留認ぞ絨婆赤鰍な∵

1営厭嬬語替ゼ釧躍葛傷脳

'肯

弓熱 、イヽスを生かして取組を進めることで、

確保への取経を進めた。

咆亀籍星賞H蝸請君雙縮と鍵。

R習嘲境W伝岳矮巌錦
|

1習銃鰯 湿観T樹劇
児童生徒支援課

の 認め

く必要が

しヽ

て ししし周知

の未然防止の取組に力

家庭に発信方針を地域・止基本防しめも、後

力

l③今
|ある

の

早期対応

生活を築

関係1盛関と

の学校

期発見

々

地域・

早

日

し、

庭・家

子どもが

閣月

る急識が向上

止強化

こ対す

防

解決に向けて

じヽめ

の認知

の

しヽめ

9月

ける

月

問題行動などの課題の

特に6

学校 |

じめや

ともに、ると

ど

家庭に周知す

,集会のP弄ヨ催を行うな

道徳教育 人権教育の推進

課

課

援
育

支

教

徒

検

生

学

重児

O 留 斎 嚇 臨 3毬留跳 鎌婢
集

罐鍮誓炭範鐸亀娑姦賀】i異み昇呈日蜆 韓豪昇
研修会の

晦徹錨 甥暫1就

P翠益9

こお上に努めるとと

こでも、

惚讐輛壁号藝票試避慧 か騒訊塩寵訊造テ議舞鍵伏義魅 鸞 離 。
ことで

ピをぞR皐彗碁窯為尾乏整塞♂ざ晶店を窪岳2'心
を育てる

要舅葉認糟審雹鍋吾蒼ごぞ奪落謬妻是をモ譜留と琶費焔名揮桁謙聾蒙謝鋼
導

9皇暫鵬 イ亀綿 旨今客

瑞編集璃頂ど饗鰯蘇 錮覇』監警発ぜΞざ醜|IC人 権・
て 、人権

学びけるため知ヽ識を身に付てヽの正しし

充実を行う必要がある

と

機食を持つ

権意識の基盤と

えるて考

推進校以タトの学校 |

確かな

も

道徳教育の取組の充実を図ると

和問題につい人権

力 向

も
②国指

P庸 瑯 讃
叫 北 韓 紳 よ 報 部 統 婉 切 鉤 蜘 吹鰤 韓 螂

::轟鐵繋翼ξ藝墓攀露≦璽藍ξ璽藍薪選ほと
就学前教育の充実

幼児課

幼児施設課

学禁教育課

○

|:g:i麓                :]ヨ
〔冨:

協藩!§詞 鍛 齋
a彗郭縣 緯 是望勢

踵 霧 解 鰈 門 帷 飯珊

凛鰯  航匡
lg屎読健畠給冒写ど顧芳會廃歴婆盤犯戸

う体験を通して、豊かな心搭 考え方の基礎を培い、興味 曲 bをもって様 々なものに 僣 馨蒜哭蟹召丘繕霊サ右懸怠憂療露なF飾
け 多`様な研修をa＼ 保

権塚跳 覆獣客旨饗字倉薯贔曇宇鵠 堂差銹忌言婁晨崩疑
細こお

者の資質向上と保吉施設の機能強化を行うことで、質の高い就学前教育・保育

しに向けて取組を進めることで、子どもの発建や学校教育との学

や科学的なものの見方

ュラムの見直
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担当所属
今後の課題

7インクルーシブ教育の推進

児童生徒支援課

O

こあるため

そ鉢辮舘蘊轟

児重生徒の割合が増加1頃向I

関係機関との連携を行う必要畠誘矮鳥塗詩途、

9野簸線斃誰編屑躙蒲勤餓赳幣望霧早毎箭夏繊議璽厭撹嬢建

脅黎研諧 継 襲離謬箸斐 嬰纏 輩Я馨認 嘉 ?謡譲鞠宅報 デを
通

|

1盟鰹廠歓唸季を雛 品色雙雷憲Etti

援を要する児童生徒の

目のない支長を行つた。
⑧特別な支
るまで切れ

鍋野駆螢螂課蒲灘圏暑!:触

専のり多く

看畿師の人

よ

る。が あ

る。

の割合は増加傾向にあるため、

⑤「
のあ

研修会る

就労に至

に課題

学、

学びの場を示す

備を推進した。

発達など

の推進にP美尉す

てし

た

前から高校進

支援教育

就 学とで

けて特別向員

きめ細かな支援を行つ

と連携す

教

ど

ともに、

関係機関な

充実を行うと

理的配サ感を充実させ

継ぎを行t

指導の効果的な支援・

看護師を配置するなど

・指導計画の作成・

うに、

支援計画個 別

が共に学べるよ的ケアが必要な児童
l②医療

施案内容

社会性の豊かな情擦を育てる教育の推

学校教育課
児奮生徒車媛課
学校政策推進課

○

膵
恭猛電Fた

鯨 矧 盤 躍 監 棚 を

l④各校において多様な表現や鑑賞の活動を年間カリキュラムに位置付け

|る 必要がある。

際軽謹翻揺紳あ1罠路絹輔認

憎挫則緊辞
覇Fi鶴 韓期認した幾こよる計画的な情報モラル教

、社会の一員としてのあり方を

ることで

錦婆継冒酵響吾壕了暫薄所盈悠輩癬雙発留啓とこ|!籍

盟動鞘醐 q発

ストテイーチヤーとの交流などを実施する

、交流′古勤や体験活動の充実を図つた。

電佑婁紹士gォ露惹z普響護尋塔癌言る鳥観輩聟
1考 える学習を充実した。

アイマスク体験、介

方や自分の今後の

①小学校において、
機会を設けることで

る

と交流す

に生き

ア

動などの充実を図

地域ポランテイ

尊感惰を高め自

動を行し

子どもの

多様な表現や鑑賞の活て

畑て農業体験

て実施す

活動などを通

地蛾の

に応し

文 1と系都

ともに、

違段階

し地域と連携
地域学習やゲ

関わりの

すヽ体験や

令和3年度の主な取組実辛E・ 成果
事業の評価

今年度の外部評価委員の主な意見

霧 ≦ 靡  総 選
建

旅 る坤 C媒卦院をらそ切中 都
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成果指枠の目標とう
教育振興基本計画

700

R6

815

755

R5

810

R4

805

R3

800

806

,4S

822

R2

740

744

Rl

790

おヽ 授業において

児童生徒が自 を

分て課題

分の考

‖30

083

暖業では、課
掃曇書こ号!鍮靭蛋塾讐駆 争

ることができて

目禄値 (中 3)

実績値 (中 3)

実績に閉する
コメント

成果指標①

目標(直 (′ 1ヽ 6)

実イ貴値 (小 6)

R6

'30

555550

R5

'25

R4

720

R3

716

,8!5

540

640

R2

73,2

710

５

一

９528

R,

705

戯鮮雛艦轟紹と鍵 カロ

日30

685

518

啄で▼a雪鋼葵蘊 8‐律難生!〒撃督f∽

目標値 (小 6)

実績値 (小 6)

目標値 (中 3)

実イ翼値 (中 3)

コメント
実イ|に関する

成果指胞

1 子どもの生きる力を育む

2確 かな学力の育成

自 学び、 こ4すけ 多様で 社ヽ

学力の育 草岸市 独 自の 上

みます また、 は 上

新しじ くヽため

る基礎的・ ります

基本方向

基本項目

概  要

124

R6R5

208

122

０ 。

一

120

R4R3

204

208

R2

202200

十　
一

８５

R'

と考える。くヽ必要があるて し

学生、川ヽ

嘩検の授業時
愁f魯風激卦孫塁ぽ租二す

答えた児重生

H30

ロオ素1直 (′卜6)

(小 6)

目裸値 (中 3)

実績値 (中 3)

実績に関する
コメント

成果指標④
陰国鵜 岳品暴号鼓鰹鉢盗七年生月

R6

'33

680

魯書籍 量目書蝉書§曇E昌嘗恋屡農々aをと量を青曽整締
を参際する。

崇
%)

R5

G70

R4

フ79

660

R3

6S O

R2

775

040

773

624

H30

成果指標③

エ
目標値 (小 6)

実績値 (小 6)

目標十直(中 3)

実績値 (中 3)

実績に関する
コメント

昨年度の外部評1置委員の主な意見

も小中学校の段階でも学んでほしい。
子どもたちに情報の検索の仕方を学んではしい。併せて、SNSが普及している時代において、情報の発信について

しヽたし吉続きお願し

しヽたし

の整備を弓

|き続きお願t

図書環境に

継続配置を写

とも

事業内容
担当所属

令和3年度の主な取組実績 ,成果
今後の課題

事業の評価  |施策内容

ICTを活用した教育の推進

学校政策推進課

○
るΞ農:豊抒ふ蒼漏鸞鷹|:昂しを騒纂 g冦犀を戸

施するとともに、プログラミングコンテストを実施し効果
の

に付 けることで

ともに、児童生徒が学習者用コンピユ~夕 こ対する正しい知識と技能

ラーニングによる授業改善を進めた。{麓綿をた選聾昇民覇ぎ朝こ系耗身監きと多鶏針
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こ応した適切な指導形態が取れているかの検証 見直しを

ていく必要がある。

11 英語教育の推進

学校「文策推進課

O
一DOプランを基に
活用した表現′舌勤

人のオンライン授業の実

喜ど廷輩喬駁縣縦載攀範範幾虚ぞ藍幾

ミュニケーシヨン活動を重視した

英語教育に取り組んだ。

コミュニケーシヨンを

ることで

愕聾 謎郡
壊 纏 融囀緻

語指導助手や日本人英語指導者の配置、

英語教育の指導体制の充実に努めた。
l③各校に外国

十施などにより、

そし、員が意見交流学校教中月ヽ

児童3人 対外国人講師 1

研究援実を開催し、

蜜視した援葉を展開

子

」1こ

を進め、
や り

や コ

り

特色あるえる機会を得れの設 P凸
し

9哭嚢警ぎ泉窃桑現絲 念豊宗盈穂ダ
レトーク饉曲楼詢

震蒜竺暴程煤甕蒜 鍵 魂撒範殺
蛙むよう、さら発中

lo基礎学方向上のための取組の充実

課

課

課

援

進

育

支

惟

教

従

策

検

生

政

学

費
校

児

学

O

施策内容

司審などと連携し、学校図書館での壕業や図書資料を活用しての学習を進めることて、学校図書館を活用する授

ックん」や「出l長 ブックトーク」などの■業を実施することで、未来を担う子どもの育成を推進し子どもの成長に役立つ図書館施策を行つた。

図

○読書活動の推進

位置付けな

て tしの用

学校教育課

図書館県て蓬fで発毎弓確セ奪評痘漂著獣訳之1で

なく摂美支援や連携∵又業など

今後の課題 担当所属

令和3年度の主な取組実イ費・成果
事業の評価

今年度の夕1部評価委員の主な倉見

膵鍔琴辟釜選尋蟄神筆誰峯税ぃた催Ⅲ。
毬手家魯婁遷鴇議長9暑揚勒 督Z翫ろ笑乳斑を善常を横を誘轟任せ:草津市のICT教書の先進性をさらに進め、子どもたちヘ

鰯 せ 6ヽF錦 あ指導力向Jこ密接な関わ嶋 る触 卜 分 ライが ランスを考慮しながらよ 教科の専聞性を高め‐ 北 だき血 教育委鍛 れ て伝 研修方法を検討するなど支援甲
ただき血
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成果指標の目標と実
教育振興基本計画

40

R6R5

3939

R4

37

R3

37

38

R2

3'

H30

学校にお1する超過在校

ウイルス感染症への対
た。を達成ずることはできな
ナ

んヽ

新型コ

る。ら才し

でば し

ラ峰篠識轟ヨ螺電≧鰐
階評働p平均値

rワ ークライフ・′

実辛貫に関する
コメント

成果指標①

目標値

実績4芭

R6

43

R5

42

R4

42

R3

38

4,

R2

41

RIH30

通 こカロ

ると考える。く必要があ]|

新型コ
回る数値であつたが上

向けら

「自分なりの期をもつて募島聟窪栓蒲亀農罫どゑ十∵ぎ纂報P5段
階評価」の平均1直

成果指標①

目標 1直

実績値

実イ貫に関する
コメント

2学 校の教育力を高める

3数 職員の指導力の向上

の研修プロ に取 り組み よりよし

よ 指導力の向

の

の 革に取り組み、 の

していきます

基本方向

基本項 目

lll 要

昨年度の外部評価委員の主な意見

こなつてしる。事業は教触員の励みの

事業内容

?摩簾認捏諄乞こ漢鞍謡貧仇鍵協逸基鼻釣義身辮 吉鬼辱慧芦薪峯牝早錬 論ヒ逮謎

課

課

進

育

推

数

策

検

政

学

校学

現轟鍵錦翻縣為解毛翌藉
隆囲島哲勧こよる会

研修や会吾義のオンライ
構lの学校とで、議時Pロヨの削減などを進めるループウエア4ヒグの情報共有ン化の定着直しや定の見予

こお1サる連絡手段な地域 |

ループグ(:、り|り取や文書の

学校教育課

13教職経験に応した人材育成の推進 O
教職員の々1目とでる題を確認す改善すべき課;會 みやの員各数職方の側面かと授業力の両卜力メンネジ面談を行し

こよるミ

した人材育成を行つた。
こつし

に応

の中堅教諭対象研修会において

教職員の指導力向上を図つた。

紺 緩 韻 除 享些夢

見識を深めることで
とともに、

繁懸裂耀 語満な箭樫鰹絡謎を
情報

一とし―ダ,レ

充実や実習の

員

学びの機会の

研究指導

てヽ

会開催員市教育委

学びや
研究会

て

14教職員の健康管理と働き方改革の推 O

電驚璧最?驀異堵喀澤鋼瑶錆耀湛猪▼蒸鞘龍鴨鞍2鶏階望遷と!嘉が題靖図釣撃

麟 乳寵諸箋房葬平滑49鵜と属轡后圭錢殆ξ!監瑠 黎鎖雛暫
うととよスキ

の

し

12教職員研修 研究活動の充実

学校教育課

児童生徒支援課

教育研究所

O

イヽザーに

ることで表大会にてこよる研究 |

中学校が児重生徒の情報を共有する

学校教員の協働を推進した。燦盛重輩き撃 、下畠繁龍議繁躍翌箸竹、

育研究奨励亭葉において、それぞれの教

的な研究活動の促進を図つた。

体

教職員の

てヽイ子うへ出向

アップアド

す

,レ

が小学校

成果を周知そ

中学校教員とともに、

研究発取り組み 、テーマイ育課題に即した

自発

④教

て し

や市の

更に広く周知していく4士組
'ナ

を考える必要がある。

目標 )な どの研修の企

竪教諭の年代層が希簿なため、若手教員の育成を担う

育成がより重要である。

も、4ヽ 中学校の教員が共に学び交流する機会を充実させていく必

る。

担当所属
今後の課題

令和3年度の主な取組実績・成果
事業の評価施策内容
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ついて
対応方法について一人一人が自覚すること|よ,1常に重要であるため、多くの教師に参加していただきたい。

よヽう、引き続き取組を進めていただきたい。
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成果指標の目標と共
教育振興基本計画

2学校の教育力を高める

学校経営の充実

の充実を図ります

基本方向

基本項目

概  要

R6

40

R5

39

R4

30

R3R2Rl

319

な哲許層」鼻密き駆畿ti豪龍翻詠キ醜Υ襲朝睡上 回

面しなが

嘩検
F悧

三向かつて教

勇翻 醜 鰹 慈

て機能し枷 ‖ゆ～ヨ

H30

実常長に関する
コメント

成果指標①

目標 1壱L

実績値

Ft6R5

47

R4R3

46

像2

46

42

RI

を、積極的十

下回り、目

めていく。
もと考える。

るよ

曝 護

耳

や地域住民への

希彗桜園 種 せξ説 ヒ暑甘帯暑

～凱詢 の5段
時

評m∵

H30

一　
一
“

目粽使

実十貫値

実績に関する
コメント

成果指標②

昨年度の外部評価委員の主な意見

すれば、

充実す

家に相談

・教頭に対し、
て人事にして ましい。

りをしていただきたい。

るものである。

ていただきたい。
す際のプラスにしてほしい。

や楽しさにつながるのではないか

に問い

アシスタント
の`、ゲストティーチヤー、サポータ

事業内容

p絣鵬 難 どもF聯宅塞銘皇を電を望室避馬塞筆雇霧摩辰受捌握型摩姦讐ぜ獣郷室簾P撃縦尻摺暑禄箭佑異塁琴旨iar

臨絲 釧 宝龍 無報 と電輝芸鋳握埜瀧辱 縄鵜 指転≧身悪味そ姪畠撼系ゼ鎗藁撃像塙爾賀贅泰裏里
|とができた。                                                 ′

| ,

16教職員の指導体制・学校支援体制の
○

更なる
のヽ教

教職員の負担を軽減する

研修や交流の機会を作り

必要がある。につし

1貿路な要鞍書肩環塁写習燎ぜ ■し

ため

て

くヽてヽの理解を深めてし育活動 児重生徒支援課

学校教育課

教育研究所

担当所属
今後の課題

令和9年度の主な取組実績・成果
施策内容 1  事業の評価

活用 連携などへの必要な支援に関して協議する機関として充実できるよう、熱議に焦点を当て
憮 泳毯堰瑕ど缶 1             期 隻包碧嘉i密惚。

P試釧翰評轍熙盤承観く

は町 籍 褪 ξ機 、
腑 品鷲 町 鏡袈に よ

学校教育課
学校政策推進課

について評価し、課題や次年黛
る教育課程を編成し、全教戦員

ついて理解す

るとともに

力を生かした特色ある学校 1   0
した。

12室長

'宮

           芳課討基 I支

援員による支援体制を継続的に実施し、学校の取組や日 の々字習活動の様子を積極的に発信す

|めることができた。

?縮懃 秘卑

'撃

振連幌謹解平
の
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(_ン     令和3年度の主な取編実績・成果

児霰善続勇畢課

担当所属今後の課題

く、

くヽ必要がある

体

連携が必要なケースが増えており、

も泌

写そiく縄 霊ぞ軽緊癬ヨ密亀癬継顧難埋鋸驀望∫津轄しな
魅個々のケースのアセスルトとプランニング

懇談会・連密税萌会などの通よ派速・翻訳業務を行うなど、母語を用いた支援を適宜行うことで、児歳牛徒の

事業の評価施案内容

について

とヽころで、

について

たヽだも持つて,連携の視点の でである。
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教育振興基本計画
成果指標の目標とラ

2学 校の教育力を高める

教育環境の充実

安 全 るため、 の改惨や非構

学習教材等の

めることで 上 環境整備の充実をめ

ます

基本方向

基本項目

概  要

R6

900

R5

850300750

650

,00

650

R'H30

550

小学校 1枝 (1期 分)の 耐震化工事を実施した。今後も計画的に耐震化工事を実施していく。

非構造部材の耐震化工事実施校の官1合 (%)

目標十芭

実績値

実績に関する
コメント

成果指標O

昨年度の外告[評価委員の主な意見

畷書憂質基詈し!彗呂酌な立場て整備をお願いしナt馬

覧亀ど斑乳写訳看魯需9吾療よ生 れないので、チエツク項目自体を見直|‐ 機会をもってほЫヽ教育委員会からは、過去の事l夕
¬lな ども参翔こなる鋸 われるので、それ 含`めた効果的なl青報提榔こ努めてほしい。

事業内容
授当所属

磐υピ房界と至与宅為為寄」せ

'恩

穫就弼麦
期的こ検討を行い、より

胞縮♂ヨ琥汀|「鰈 l鵜手綿 議
|る。

壇亀絡熟遷璽零露猛吊是蔦‖樫講憲I抄
なが攻顔 球図

19学習教材等の充実

課

課

進

務

椎
総

策

育

政

教

校学

○

今後の課鍛
令和3年度の主な取組実績・成果

施策内容 事業の評価  |

饒 標普寄簾ヨ″只墜 i鰯 ミFど
もの雑 嚇 の轄 を図ることができた。

l②学校施設のヲい構造部材を改修することで、子どもの安全な学習環境を確保すると
|も

十

学校(教 室棟)】

〔改修内容 松原中学校体育館(老 上中学校トイレ、志津小

こ、防災機能の強化を図ることができた。【改修内容1山 田小 的に市内の小・中学校の防災機能の]奎 化を進めていく必要

中、計画的に学校施設の長寿命化に向けた

くヽ必要がある。

18学校等の施設 設備の整備

教育総務課

O

今年度の外部評価委員の主な意見

アナログなもの、紙の書籍なども大事な学習教材であゃ
ため、活

また

ただきた
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成果指標の目標と姜帳 ´

教育振興基本計画

R6

225

R5

225

R4

220

R3

220

169

R2

216

215218

RIH30

214

坤僣節牌 讃欺再お線繋鶴習

自標値

実績値

実績に関する
コメント

成果指擦②

社会全体で学びを進める

家庭・地域での学びの充実

こついて、

大入

基本方向

基本項目

概  要

啄の今と塵野罫翠耽書彗鰯 填ヽR拿と健墓癸毎傷蒐曙朝黙:割
合l,′o)

535

480

R5

550

475

R4

543

4'0

R3

54S

465

R2

533

460

46■

468

513

458

出30

560

425

成果指標①

エ
日標値 (′卜6)

実績い(小 6)

B標使(中o)

実績値(中 3)

実率|に F勇する
コメント

R6

860

760

R6

835

755

859

750

R3

820

'32

R2

80B

,69

RlH30

成宗指標③

エ
目豪十直(1｀ )

実績博(4｀ )

目擦値 (中 )

実績値(中 )

実縦に関する
コメント

日牛年度 の主な意見

ては、
。ヽ地域との協働の|とに学模の強みを生かし、学校の特色をつくり出し、特色ある教育課程をつくり出して欲しい。

I=しい。

・スクー

てり、

ろヽ

・子

に くヽとよい

てほしい。については、
い て 、
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事業内容

令和3年度の主な取組実績・成果
施 策内容 事業の評 4面

今後の課題 担当所属

23地 域協勧合校の推進

生涯学習課

O
ること

こ取り組み交流す

こより

鰐羅慈 雲誌慈法齢 患五観

こ活用し、

③まち探検や地域の歴史
て子どもの育成を図ること

な

全 体

か

社 会

子どもの豊

る取子Bを与,Fム 充しと閥わも子 ど

信頼関係を築きとで

郷土愛や専門的な学びを深め、

る

て

活動を支援し、の教が学校など人

地域協働合校を実施す

地域の

多様な地域協働合校 |

することて

が多種

地域の協働 |
,家 庭 ,学 校

地域協勘合校を実施

ぷなど文化を学
ができた。

人材や資源を積極的
た

-0地 域の

呪逼魏経軍慧羞豊推為學曇絲      話鼻乳ヽ議 綿為商
場の鰈や、崚卜体と軌砂年の値全育

取リヤこんだ。

9据肇憲謬鑑
施や個々の二一対 こ合わせた支援計画の策定、保護者・学校・関係機関との選抑 こよ吹 青少年の姉 腿 の取組と立ち直り支 l受

娩糞路壷権客藩す源曇ぶ名五争
年育成団体を支える大人の減少等、課題

監選戦馨盟翌鷲詔ヱ箆電卍iぢど翠翌名讐冦とR協場魂悩急伝婆額著計与
1必要がある。

22青 少年の健全育成の推進 O
1子ども家庭・岩著課

L麗 昇 翌 営 洗 議 縄 轟 滸 甲
鐸 増 崎 勢帥 世の大七′」声_‐つい韓 術 とfも 脚 PTAσD期強 辞 効 北 て

遵却 範 螂 密霰離 RI錢 警撃薔銚 録 員 経

|せ る必要がある。

建葬▼箕 図 開 饂 認翻 新猛惨諮 歓藝駐覇熱 乱与軽輻垂桑弟皐氏1全
韓御こ閥する講座のオンライン

陰繊 己窪毛縣亀罵鯨窯最登色琴雪協潔 、
訥嵯で21 生活習1賞形成のための啓発活動の推

生′屋学習課

O

lw,ど義筵諮撃駆暑落亀ぢ望線奮葛勃壻拠た建】欺覇譲福楽轟窃矯ガ裂
こ提供する一斉

t―

1想

発.醜.:f:ζ砲 ≦

Iキ

|::ヨ
;桂:まξ岳瞥ξま1慧:を与f鞘 :どヨ:

1謎急吾亀撃こ離 皇絶台彗濤老整孟た″
ど`子どもの安全確保を

Fる

ポランテイア活動を支援し、交

:::;::ど :を::仇発子
ホルー

 IEぢ
!3港霧二禦塀綜

B昌!1晏霊串〒≧a蟄ミ斑中
色調奄財柔桑亀≒l

l?お鵞豪軍響舗壕R象落驀壕軽七元島ヨ通電鳴ずぎ良魚与移埒驚酔び扉
=撃

斥%矧需恒通禽み乞會岳孫を身|
20子 どもの安全 安心の確保

課

課

課

進

援

育

推

支

教

策

徒

難

触

難

学

児

○

今年度 委員の主な意見

言少年の健全育成について、いじめ・不登校・貧困・障害等は、乳幼児から成人までの全ての世代を貫いての問題であるが、保護者の理解という課題もあると思う。保護者の理解がないために進まないケースもあると思うので、保護者への啓発・指導・トレーニン

できる。一方、メール配信システムの登録者は今の登録率に満足せず、+00パ ーセンHこ 向けて呼
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教育振興基本計画
成果指標の目標と夫 共

雛
擢邸緒霰読1凱啓滞籠路穿

(%)

265

R5

260

R4

255250

?43

R2

246

完48

RlH30

23ア

成果指標①

エ
目繰十琶

実績値

実績に関する
コメント

R6

600595

R5

590

R9

585

783

580

75G

R'

600561

こ図 日

る。

マ翻 瑠富響騨 召
日30

目檸 1落L

実績値

実績に関する
コメント

成果指標②

9社 会全体で学びを進 rノ る

7生 涯学習・スポーツの充実

誰もが 生涯 にわ たつて いつても どこでも学び、子どもの教育

成果を生かすことができるような生涯学い て

また、 楽しめる

ざす と

( 2024 ) 年開催 の

お 24回 全国

基本方向

基本項目

概  要

R6

750

R5

,40730

R4R3

720

602

R2

561

710

R,

'30

惰錬熙 氣譜ガ星召
日30

668

ルス感

指定管理者と
ナウイ

成果指標③

目標値

実績値

実績に関する
コメント

昨年度の外部評価委員の主な意見

特別活動において、環境学習を系統的に位置付け、それぞれの学校が特色ある学校教育として打ち出してはしい。その際、地域協働合校の導美をうまく活用してほしい

1   鬱鞠 絲
麟 躙 醜 諦 甲

吼

ことを念豪に、

ある取組であ

つ なの

る。

迪徳 、
しし

も

やかで幸せ

は 、

うびとア
「ゆう

組をしていただきたい。

ある。大学という知的資源を活用した学習機会の提供として市民に啓発し、事業を進めてほしい。

しヽたい。が開催するスポーツイベントにも支

て、利

てほしい。

くなるよう工夫してほしい。

が ら広く市民 1

てヽは、

〕`1

らではの
「ゅ

事業内容 担当所属今後の・課題
令和3年度の主な取組実績・成果

施案内容 1  事業の評価

l②学習ボランティア人材情報冊子「lゆ うゆうびとバンク」の発行により、市民への学習機会の提供や学習ポランテイア活動の推進に努めた.

12雪黙塞ヨ急称 櫂亀晃名亀暫

ため、「協働のまちづくりと生涯学習」などの学びの地域支援講座を実施し、身近な課題にァ書目し―地域の特性を生かし

睫 窪醤震雰録た!て

的確な図書館資料などの収集や整備、a色営を行い、地域の

写

報

拌

点として

1未

就学党から高齢者まで幅広い市民に

,立F図

書

生涯学習の機会の充実

課吾

館
学

書
涯

図

生

○

めオンラインF弄珂催としたが

て検討する必要がある。

は感てヽ開催方法につし今後の

ヤ,うゆうびとパンク」をより

てヽ検討する必要がある。

知効果的なるよう、でき用有効に活

つ し

り「立命館びわこ講座」を開催し、市民へ学習機会を提供することで、大学と連携した専門的な学習の充実を図つた。

壊撃r紀毛魯薪湿堪蟻鏃象5と期話望純輩
どを

?撤 季患置 盤奪。
性な蜘 て、市民二

下
角こ応える内容の学
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令和3年度の主な取組実績 成果
今後の言黒題 担当所属

望を搭詐 蘊 軽 稗 幅 魏 肇
2を濠計空碧鉄絲 鰈 緒 鋒 期

の情報発捐滋行kとt学碑 け 職場など

どのように関連しているかを示す年F口司カリキュラム

:とで、学習内容の充実を図つた。 学校教育課

″議肇留躍携鯉 濃モ継築と登七fの
交絵は中

活島〕

こども
環境学止となったが、

を実施し、
環境会議」

などの展示

雛舞蜜舗 夏丑碁累就
改善し■くた劇こ確会帳践交流の

l②関係部局と連携して、子ども環境会議のより良い実施方法を検討してい

く必要がある。

多

　

　

ま

む

　

　

一

に
　

　

ポ

功

　

　

ス

成

　

　

の

の

　

　

一民

△
ム
　

　

市員会を設立し、大　　”
中嚇　種ィベントヘ］

鈴
鰺
　
鉢
翻

スポーツ大会権進室

○
全・第24

推進

一ツ大会

買猟二壬蓬駐景諸磐3舞 麟 倉ピどを線
る聴 10夢先生事業」σ)P,ヨ 倦や滋賀レイクスタ ズが発行す丁レイクスマガジ刀 の配布など、プロ

ポーツヘの関心を高めた。

27競 技スボーツの推進

スポーッ推進課

O 惚島乙碍手∠途鳥柱あ重電隻捜翼留琶撃乳彦峯認

理震鼎ビj所管管窪指七竃缶るご雲紀
もたち

三よる大会やスポーツ教

竃頭 戸惚

る。

指導者の確保

競技スポーツ

R警褒歎
将来を

進めた。

の`場を提供し、会 し

支援を

出のと続枝スポーツもたち

推進をめざず団体の育成

子 ど

一ツの

援し、

競技スポるなど援す

スポーツ数室の開催を支

室開催を支

を対象とした

や競技団体 1

育成を進めた
会や各種競技団体の子ど

儲話駅流線盗経常鰹雪話婿難融“
限ら下

①新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策を取りながら社会体育施設の通切な維持管理を実施することで、市民のスポーツ環境を整え、スポーツ

|::鞘

ブ型し与筆拿箇覇脇 格沈聰毬を基乙招稼豊が

の推進に努めた。社会体育施設の整備・充冥

スポーツ推進課

O

陸努累町%簗翻 数 だ鼻勇虜謄警認 鏡 亀魯曖系と七結翻 馨
粉の開催をすすめるよ 総合型

陛 幕岳名与客と全身:躙 翌得なこと宗購 察築舌驚額どご寧だ|が
関`係団体と連携しながらス

r~ツ

機会の提供を行う

障撃 現 盈亀ぞ鳥響甲需靭 蓬遷澱路捜房冥
剣部三合わせた各諄 ポ ツやレ州正一ションの普凛な日こ騨り組むこと
ポーツ参加を促進した。

聡銚 婆瑳畠臨現蓬動烹野魂
t慟 ゴ 働き世代に 向けたスポ ツ・運動

権整伝騨 魏 綴 認駐
J調 呼 地域へ蛹 詢 Wや設立

26市民の生涯スポーツ活動の支援

スポエツ推進課

O

クラブを支える人材確保や活動を周矢日し、参加者を

ある。

事業の評価施策内容

今年度の外部評価委

は思う 障

たヽだき

が

て しし

と

る機会を確保

は難し

す

の
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成果指標の目標とま
教育振興基本計画

4歴 史と文化を守り育てる

8文 化・芸術の振興

文 イヒ 援と各種事業の 担 しヽ 手 の

て
ま文 化 の 力によつて都市 魅力を高め

基本方向

基本項目

概  妻

R6

260

R5

255

R4

250

R3

245

21 8

R2

240

212212

詰余黎難潔難な稲擢難繋説EX糀埋
上したものと考える。

の

し

知ヱ躙 甥耀i翻鞘暑盈馴墨
朔

H30

目標十直

実績値

コメント
実イ貫に関する

成果指標①

昨年度の外部評価委員の主な意見

改善てきることは何かとし
るヽことも素日寄らしいュー索を創設す

しではなく例年教育行政の中でてれ新たな取組をさるなど市展デビ試験的導入のスト部 P町

るかもしれなt

年度からイラ

挙がつて

や令和 3

な提案が

更

事業内容
担当所属

生涯学習課

31 文化拠点施設の整備・充実

生渥学習課

○

電轟密邑躙 醍‐蟹幕電壇遊寝皇そ宅Ptt 「
係団体

|ジナルミュージカルの公演に向けた取組を実施

てヽは一定できているものの 今後も施設の稼働
けた検討を行う必要必要に応して1鮮能確保に向

したほか、クレアホールの活動室に創作機能を確保していることから、「草津市文化芸術機能等施設
|(2ニ キラ

今後の課懇
令和3年度の主な取組実績・成果

施策内容 1  零葉の評価

喚烈 珠泉毒邸指嘉駆莞塾徐錆筆晃世:長庭理露続規管賃幾笛竜隻勇子坐字算
鑢理者と連携し、新型コけウイルス躁跡六

'方

上の競を

曜Ⅲ
f舟擦捺躍艤 色脇 蔀儀客確艶ピ茨烈里ヤ

,電
などa蟹學家長島迄箋針瑯 寄e岳躍鼎化猛名獄途財響 薪

文
橙 嵩静螂 銑 熱 解

し―触体 が で鶏 会峨 実

轍 名躍 翠君幕所亀盤 象寵寂

在メ饉r,るた依 文」い芸術市民が文化・芸術 に触れる機会 の売
○

の主な意見

繋磯 鰯 噂 齢 麟 鰯 輔 工婢 蜘…i的 な取組を示す必要があると思う。

入れることが必要だと思う。
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成果指標の目標とェ
教育振興基本計画

4歴 史と文化を守り育てる

文化財の保存と活用

基本方向

基本項 目

概  要

R6R5

96

R4

96

R3R2

95

04

同

RI

94

H30

94

文|ヒ

える

その成果の公

くヽ必要があると

文 化ものの、

て し

の

文

内市

るべき守

実績値

実イ貫に関する
コメント

成果指標①
成果指標②

R6

34600

R5

０〇

一

３４
，

一

34500

R4R3

18544

34500

12454

94200

R2Rl

33994

史跡草津宿本陣・草津街道交流館の年間入館者数 (人 )

日30

331072

日標 l壱ヒ

実績値

昨年度の外部評416委員の主な意見

こヽとだ。

真ど≧写:LE拝」盤とtJど饒煮 、書部鱗隆認尭繁詔町ま
今後も

宅鶴 穂将ち鞍慧為足匿基づぜ望乾え桑鼻暑£世ピ 議憲琴頑禁牝¥讐てくるふもしれない。そ〕うグロバルな視点も大t刀である。

しい。

しさを啓発していただきたい。
ていただき

る2020」 を開催できたこと、

やいろい

「草津の古

33歴 史資産を生かしたまちづくりの推進 O

歴史文化財課

章津宿街道交流伎官
冨鑑端 甲争公開にあたり、

どをイ予うととも|

や文化財への―gヨ昌亘尋最白撥全の

に、市のホームページを通して

P駕縫室霊花i鞘半驚を屋命と期 癬 ご輩与若占ネ継役食ど署支臨鶏議と濡躇踏雰だ含
の支援を行

、新たに看宦認できた本陣資料の展示を行うととも

32文 化財の調査と保護の推進

館

課

流

財

交

化

適

文

街

史

宿

歴

津草

O
けて保存会の支援を行うことで

活用に向けた廠組を進めた。

とともに、

、革津に伝わる伝統的な肴花紙の

守り、伝える体制づくりを進めた。

選鍵異チ」ゼτP議滑評鸞 ぴ碁晉著ゴ蓄犠愛権性哲尉恥畳
持する

対し助成を行うとともに

所有者と市民がともに|?秀告卍々与富府葛娠

り

化財文

NSで発信したジオやS

向継 承

保存国指定史跡

製造技術の保存・

革津宿本陣歴史資料調査の調査経過をラ

成し浦疑音寺跡整備基本設計を作よび史跡
l②

史跡草津宿本陣整備基本計画お

担当所属
今後の課題

令和3年度の主な取組実イ費・成果
事業の評価施策内容

事業内容

踪畷 趣 撃 鶏 脇 盟 銘 控覇 額 喫 漑 脳 ∵
場な8勒骨るテ

マ展を実施する 琴堰認鳥黒島阜封こ亀依宅裂談写忌葱蟄豪謝なPど
?

に触れる催
民が地域の

ィbが高し

歴史文化財課
草津宿街道交流a官

け るとともに、子どもが歴史
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34歴 史文化に親しむ機会の倉l出 O
警解 酷瞬 聾電誌爾繊簾え害

ラインワークシヨップの開催、小学校への出前授業の実施などを行うことて、歴史資産を生かし

中止が続いたため、

必要がある。





していただきたい。

思う。

たヽだきたい。

であるが

うては集約し、について、場合によ

してし
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